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○公益社団法人福岡県水難救済会（消防防災指導課内） 

福岡県水難救済会は、海上保安庁の補完的救助組織として、大正１５年に設

立、平成２５年に公益社団法人に移行し、現在に至っている。 
本会は、福岡県沿岸における水難による人命、船舶及び積荷を救済し、もっ

て海上産業の発展と海上交通の安全確保に寄与している。県内には４５の救難

所を有し、主に漁業を生業とする約１０００名の所員が存在する。こうしたボ
ランティア救助員の救難活動を支援するために、創設されて以来、１００年近

くの長い歴史がある団体であり、これまで沿岸海域における人命・財産の救助

において輝かしい実績と伝統を誇っております。 
 水難事故が発生した場合、本会救難所員は本業をなげうち、自らの危険も伴

う水難救助活動を行っている。 

本会では、これらの救難所に青い羽根募金を原資として、海難救助に必要な
消火・排水ポンプ、救命胴衣、救命浮環などの資機材を提供している。 

 

 
 
 


